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福島第一原子力発電所の汚染水処理から発生する廃棄物をセメント等で低温固化処理する場合の基礎デー

タを取得する目的で、セメント及び AAM（アルカリ活性化材料）の試験体を作製し、溶出試験を行った。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所から発生する廃棄物の処理対策では、その性状を踏まえて安全かつ合理的

な保管・管理及び先行的に処理方法を選定することになっている。これを目標として通常の原子炉施設の

運転廃棄物等の処理で実績がある固化処理技術の適用性の見通しを得るため、セメント材料と海外で実績

のある AAM の基礎データを取得する試験を行った。本報告では、水と接触する環境下における固化体の

長期変質を評価する目的で、セメントと AAM 固化体の溶解試験を実施した結果の一部を紹介する。 

2. 実験 普通ポルトランドセメント(OPC）固化体（水セメント比 0.45)1 種類、メタカオリン（MK）と高

炉スラグ（BFS）に水ガラス、水酸化ナトリウム、水を加えて AAM 固化体（MK：BFS 混合比 100：0、80：

20、60：40、それぞれ M、MB20、MB40 とする）を 3 種類作製した。養生は 20℃封緘環境で 28 日間とし

た。溶解試験は、100μm 以下に調製した粉末試料を純水に浸漬した平衡溶解試験（浸漬期間 28 日、液固

比＝10～2000）と 20×20×40 ㎜のバルク試料（20×20 ㎜の 1 面開放）を純水に浸漬した非平衡溶解試験（週

1 回溶液交換で最長 26 週間、500ml/1 試料）を実施した。所定期間経過後、液相の pH、化学組成を分析し、

固相は X 線回折試験、固体 NMR、バルク試料では空隙率、EPMA の測定を実施した。 

3. 結果 平衡溶解試験後試料の固相組成を図-1 に示す。OPC の溶

解は従来の知見[1]と同様に Ca が主な溶解成分であり、Si 等の溶解

は限定的だった。一方、AAM（M）固化体からは、Na のほかに骨

格である Si と Al も溶解していた。液固比 100～2000 の溶解試験後

固相の Na/Al モル比は 1.1、Si/Al モル比は 1.75 程度と、液固比に

よる変化はなく、OPC とは異なり AAM(M)固化体は調和的に溶解

していると考えた。これまで AAM 固化体の溶解に関する知見は殆

どなく、本研究で得られた結果は固化処理技術の適用性を見通す

ための重要なデータだと考えている。 

本研究は、平成 29,30 年度補正予算「廃炉・汚染水対策事業費補助金（固

体廃棄物の処理・処分に関する研究開発）」によって実施したものです。 
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図-1 平衡溶解試験の結果(成分) 
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